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研究成果の概要（和文）：非正規研究者の健康と就労に関する研究を実施した。大学非常勤講師を対象とした調
査の結果、非常勤講師のみで収入を得ている研究者では、常勤職を持つ者と比較して主観的健康感や不安・抑う
つ状態、および健康診断の受診率が不良で、いずれの指標でも「専業非常勤であること」は有意な健康リスクと
して作用していた。また同調査でのアンケートにより、非常勤講師は雇い止めを恐れるために休暇（疾病、産・
育休）を取得できないことや、健康診断の対象外となる、疾病や年金等に対して強い不安を自覚している事が確
認された。本研究により非正規研究者の健康不良には不安定雇用に基づく低所得やストレスが関与することが明
らかとなった。

研究成果の概要（英文）：A study on the health and working status of precarious researchers was 
conducted. According to the results of its survey with part-time lecturers, those researchers 
gaining their income solely as a part-time lecture showed poor self-rated health or more serious 
psychological distress (SPD) as well as received health check-ups frequency than full-time 
researchers also working as a part-time lectures. Using logistic regression, we identified a 
positive association between precarious employment and poor self-rated health and SPD after 
adjusting for age, sex and work-carriers. This study has revealed that the poor health of 
non-regular researchers is associated with their stress and low income due to the unstable 
employment status.

研究分野：産業医学、　心身医学
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１．研究開始当初の背景 

わが国の大学や研究機関では、非常勤講
師、任期付き研究員等の研究者（以下非正
規研究者）として就労する者が増加してお
り、全大学教員の 51.6%（192,739 名）に
達している（文部科学省「学校基本調査」
平成 23 年）。博士課程修了者は平成 3 年の
大学院重点化計画により著増し就職率は約
60%であるが、博士研究者を定期採用する
民間企業は 10%に満たず大半は非正規研
究者として低賃金の就労に従事している 

非正規労働者の健康については、正規雇
用 者 と 比 べ 総 死 亡 率 が 高 い こ と や
(Kivimäki M et al. 2003)、精神的健康状態
の不良 (Tsurugano S et al. 2011)、主観的
健康感の不良（Nishikitani M et al.2012）、
健康診断未受診のリスクが高い(Inoue M 
et al. 2011)などが報告されている。 

研究教育の現場では、非正規研究者への
業務負担は高まっているものの、専任教員
採用においてそれらのキャリアは十分評価
されておらず、低収入や雇用継続のストレ
スから心身の健康問題を生じやすい可能性
が示唆されている(Nakao M, et al, 2006)。
社会疫学上、高学歴者の健康リスクは低い
とされるが(WHO, 2007)、わが国の非正規
高学歴者の健康に関する調査はほとんどな
く、不安定雇用が健康やキャリアへ及ぼす
影響は明らかではない。 

 

２．研究の目的 

非正規研究者（大学非常勤講師、任期付
き研究員等）の健康と就労の実態を調査し、
非正規雇用が高学歴者の健康やキャリアへ
及ぼす影響を明らかにする。 

 
３．研究の方法 

非正規研究者の就労や健康に関連する文
献収集とレビュー作成ののち、①既存の非
正規研究者の就労調査を用いた健康問題に
関する記述の抽出を行う（質的研究）。さら
に、②非正規研究者を対象とした個票の健
康調査を行い、不安定雇用と健康との関連
を明らかにする（疫学研究）。 
 
４． 研究成果 

 
＜研究①＞  

非正規研究者の集団として代表性が高い
と考えられる大学非常勤講師を対象に大都
市圏の非常勤講師組合が実施した就労調査
を用いて「健康」に関する記述を抽出した。
それらの結果、非常勤講師や無給の研究員
等は、(1) 健康管理の対象外となりやすい
（職域の健康診断、学内診療所が利用でき
ない等）、(2) 子供を産み育てづらい（産
休・育休制度の不備、出産⇒失業となる不
安が大きい）、(3) 年金や健康保険料等の
社会保障費が大きな経済的不安となってい
ることが示された。 

＜研究②＞ 
研究①で得られた結果を元に、非常勤講

師組合の協力を得て、主に組合員を泰粗油
とした個票による健康調査を実施し、健康
状況と、それらに非正規雇用が及ぼす影響
を数量的に調べた。その結果、非常勤講師
のうち「専業非常勤（他に常勤先を持たな
い非正規研究者）」では主観的健康感の不良、
不安・抑うつ状態（K6 質問票)、および過
去 1 年間の健康診断の受診割合が「兼業非
常勤（大学等の本務先を持つ者）」と比較し
て不良であることが示された（図 1）。また
これらの健康指標に、「専業非常勤であるこ
と」が及ぼすリスクをロジスティック回帰
分析によって調べたところ、いずれの指標
でも専業非常勤であることは有意なリスク
として作用していることが明らかになった
（図 2）。 
さらに同調査で実施した自由記載におい

て非常勤講師は研究①と同様に、1)雇い止
めを恐れて疾病や産・育休のための休暇を
取得できない（出産をあきらめる事を含む）、
2)職場の健康診断の対象外となる、3）医療
保険や年金等の社会保障の経済的負担が大
きい、4）研究継続のための環境が乏しい、
などの記述が抽出された。 

 
①②の結果より、非正規研究者の健康状

況は不良であり、健康指標の悪さには 非
正規雇用に起因する低所得、社会保障の乏
しさによる将来の健康不安、および長期に
わたって正規への転換機会がない心理的ス
トレスが強く関与することが示された。 
正規雇用者と同等の業務を行っても処遇

が低く、長期にわたって正規への転換機会
がない就労環境が健康状況の悪さに関連し
ている可能性が考えられる。高学歴者のよ
うな、不健康が可視化されにくい労働者に
も注目し、健康支援を整備していくことが
重要である。   
図 1．非常勤講師の就労状況ごとの健康比較 

 (n=263) 

 
 
 
 
 
 
 

 
図 2．就労状況別にみた各健康指標における専業

非常勤のオッズ比と 95% 信頼区間 (n=263) 
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